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 The first purpose of this paper is to examine the concept of locomotor rhythm. The second 
purpose is to clarify the ways by which children in the sixth grade of elementary school recognize 
and control locomotor rhythms. The third purpose is to clarify how to use a way of recognizing and 
controlling locomotor rhythms in order to improve performance. First, this study reveals the 
concept of locomotor rhythm through literature research. Next, we will clarify the ways that 
children use to form, reconstruct, and transform the locomotor rhythm. To this end, we will analyze 
recognition and control of locomotor rhythm in the sixth grade track and field classes.  
 In the literature study, a locomotor rhythm was defined as follows. 
 The locomotor rhythm has a structure in which the intertwined segments of accents in  the nature 
of time, space, and force are carried out as dynamic repetitions.  
 Practical research was conducted based on the defined concept of locomotor rhythm, and the 
following points were pointed out. 
(ⅰ) 4-step rhythm running and mini hurdle running lead to shortening of running time.  
(ⅱ) As a way of recognizing and controlling a locomotor rhythm, what is easy for children  
to use is an element of space. 
(ⅲ) The elements of space are the main clues for cognition and control of the locomotor rhythms, 
and force and time elements are layered as secondary clues.  
(ⅳ)It is hard to incorporate time into the recognition and control of locomotor rhythm learning for 
sixth graders. 
(ⅴ)When creating an accented locomotor rhythm, the incorporation of force and time to spatial 
awareness can improve performance in the sixth graders.  
 
































































































































































































































































































































































































































































































 本研究では，2019 年 11 月 5 日～12 月 23 日に
かけて，東京都Ｍ小学校第 6 学年 1 学級計 26 名
を対象に授業実践を実施した。なお，授業は教師




育大学倫理委員会承認番号第 019－H119 号）。 
 
3.3 単元計画 






第 1 次では，はじめに 50m 走のタイムを測定
した後，「4 歩リズム走」を教材として，自分が最









走での 4 歩の運動リズムの繰り返しを最後の 4歩
で踏切の運動リズムに変換することを学習した。 
 
表 1 単元計画 ＊筆者作成 































































































































始（＝1 台目のハードル）位置を 12m とし，イン
ターバルを①水色コース：5m (1 歩 1.25m），②赤
コース：5.5m (1 歩 1.375m)，③青コース：6m (1
歩 1.5m)，④オレンジコース：6.5m (1 歩 1.625m)，
⑤緑コース：7m(1 歩 1.75m)と設定して行った。 
 
 
図 1 使用した走路とインターバル ＊筆者作成 
 



















図 2 走り幅跳びの場の設定 ＊筆者作成 
 





表 2 12 時間目における課題提示場面の会話  
＊筆者作成 













































































図 3 の通りである。4 歩リズムの形成，再構築，
変換に関わって記述できるように，(ⅰ)時間，空間，
力の要素ごとに，短距離走とハードル走において




















表 3 短距離走記録の推移（秒）  ＊筆者作成 
番号 


















② 9.5   11.3 9.7 10.1 9.9 9.4 
③ 8.6   8.9 8   8.3 9.1 
⑤ 9.8   10 10 11.2 9.7 10.1 
⑦ 8.7   8 8.3 8.8 8.6 8.6 
⑧ 11.4     10.3 10.6 10.1 10.2 
⑨ 8.6     9.5 10.1 9.4 8.7 
⑩ 10.1     9.5 10.7 9.4 9.3 
⑪ 8.9   9.8 8.8 11.6 9.5 8.9 
⑫ 10.7   11.1 10 11.2 11.3 10.1 
⑬ 8.6   9.8 8.1   8.5 8.9 
⑭ 9.6   9.6 9.02 8.9 9.5 9.2 
⑮ 10.5   11.2 9.6 10.4 9.7 9.2 
⑯ 8.9   9.7 7.9 9.6 8.7 8.5 
⑱ 10.3   11.7 10.8 11.8 11.5 12.6 
⑲ 11.5   11.3 11.5 12.5 11.8 11.3 
㉑ 9.4     9.2 10.3 9.1 8.9 
㉒ 10     9.6 11.1 9.8 9.8 
㉓ 12.3   11.8 10 11 10.9 9.8 
㉔ 10.3     9.5   9.7 9.3 
㉕ 12   11.4 11.7 12.4 11.8 11.1 
㉖ 9.3   9.2 8.4 8.9 8.7 8.8 





録された者の数は，それぞれ(ⅰ). 50m 走：2 人，
(ⅱ). 4 歩リズム走：4 人，(ⅲ). ミニハードル走：
14 人である。この他に，(ⅳ). 単元終了時の 50m4
歩リズム走で最速タイムが出た者が 9 人である。 



































表 4 短距離走の振り返りの記述 ＊筆者作成 
番
号 
 第 2 時   
４歩リズム
走 






②  ● ● ●   
③    ● ● ● 
⑤      ●   
⑦    ●     
⑧  ●   ● ● 
⑨    ● ● ● ● ● 
⑩  ● ● ●   
⑪  ● ● ● ● 
⑫  ● ● ● ● ● ● ● ● 
⑬  ● ● ● ● ●   
⑭    ● ● ●   
⑮  ● ● ● ● 
⑯  ● ● ● ● ● ● 
⑱  ● ● ● ● ● ● ● 
⑲  ● ● ● ● 
⑳    ●     
㉑  ● ● ●   
㉒  ● ● ● ● 
㉓  ● ● ● ● ● 
㉔  ● ● ● ● 
㉕  ● ● ● ● 
㉖  ● ● ●   
 記号の説明 ●空間の記述 ●時間の記述 ●力の記述 
●56（66.5％）●20（24％）●8（9.5％） 計 84 
 
 全体的に空間の要素に関する記述が多くなって
















































番号 第 6 時 
初回の
崩れ率 




② 10.7 143 9.2 123 -20
③ 8.7 138 7.8 124 -14
⑤ 9.3 122 9.9 8.5 112 -10
⑦ 8.3 132 7.9 7.4 117 -15
⑧ 11.1 141 10.4 11 132 -9
⑨ 140 9.4 8.4 125 -15
⑩ 9.2 124 9.2 8.6 116 -8
⑪ 9.7 141 8.1 117 -24
⑫ 11.6 147 12.6 11.3 143 -4
⑬ 7.9 123 8.8 8.6 123 0 
⑭ 9.2 131 9.5 9.5 131 0 
⑮ 10 133 10.1 8.7 116 -17
⑯ 8.9 144 9.2 7.8 126 -18
⑱ 10.5 135 11.7 135 0 
⑲ 11.3 127 11.2 11.3 126 -1
㉑ 8.7 123 8.7 123 0 
㉒ 8.9 119 9.2 9.6 119 0 
㉓ 9.1 115 9.4 115 0 
㉔ 9.5 128 8.8 9 119 -9
㉕ 11.1 125 10.8 11.6 121 -4
㉖ 8 121 8.4 8 121 0 
平均値 9.59 131 9.69 9.25 123 -8
各回において，最速値を記録した人数は，第 6







表 6 ハードル走の振り返りの記述 ＊筆者作成 













③ ● ● 
⑤ ● ● 
⑦ 
⑧ ● 
⑨ ● ● 
⑩ ● ● ● 
⑪ ● ● ● ● 
⑫ ● ● ● ● 
⑬ ● ● ● 
⑭ ● 
⑮ ● ● 
⑯ ● ● ● 
⑱ ● ● ● ● 
⑲ ● ● 
⑳ ● ● 
㉑ ● ● ● ● 
㉒ ● ● 
㉓ ● ● 
㉔ ● ● ● 
㉕ ● ● ● ● ● 
㉖ ● ●




















たものである。第 10 時の記録と第 3 次走り幅跳
びにおける最高値との差を記録の伸びとした。 
表 7 走り幅跳びの記録の推移（㎝）＊筆者作成 
番号 第 10 時 第 11 時 第 12 時 第 13 時 第 14 時 
記録の 
伸び 
2 180 270 290 285 300 120 
3 295 292 350 375 370 80 
5 250 317 334 335 370 120 
9 210 275 300 265 290 90 
10 260 290 310 300 301 50 
11 232 280 300 320 320 88 
13 303 324 330 337 340 37 
14 285 265 276 305 310 25 
15 220 295 290 310 310 90 
16 310 380 430 390 390 120 
18 80 200 255 280 238 ※200
19 170 215 220 230 222 60 
21 85 355 305 380 310 ※295
24 255 275 280 260 298 43 
25 164 250 260 290 240 126 
26 313 325 370 345 330 57 
平均値 225.75 288 306.25 312.94 308.69 79 






















表 8 走り幅跳びの振り返りの記述 ＊筆者作成 
番号 第 10 時 第 11 時 第 12 時 第 13 時 第 14 時 
2 ● ● ● ● ● 
3 ● ● ● ● ● ● 
5 ● ● ● 
7 ● ● 
8 ● ● ● ● 
9 ● ● ● ● ● ● 
10 ● ● ● ● 
11 ● ● ● ● ● ● ● 
12 ● ● ● ● ● ● ● ● 
13 ● ● ● ● ●
14 ● ● ● ● ● 
15 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
16 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
18 ● ● ● ● ● ● ● ● 
19 ● ● ● ● ● ● 
21 ● ● ● ● ● ● 
22 ● ● ● ● ● ● ●
23 ● ● ● ● ● 
24 ● ● ● ● 
25 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
26 ●   ●   ● ● 



































































































































































 走り幅跳びの第 11 時の「ふりかえり」をみる
と，段階的に歩幅を狭くすることが書かれている。














 第 13 時の「ふりかえり」には，歩幅を広げたこ

























図 6 ⑬のワークシート   ＊筆者作成 
 第 14 時には，他の児童が踏切局面において歩
幅を狭くしてふみ切っていたことを参考にして取
り組んだことが，「ふりかえり」に書かれている。
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  「あらかじめ予測した中間疾走 4 歩分の長さ
を基に一定インターバルでマークを置き，疾走
リズムの喚起と合わせて 1 歩につき 5 ㎝（ピッ
チを落とさず歩幅を伸ばせる経験値）のストラ
イドの延長を狙ってみた。」 
3) 「第 5 時までの最速値（50m）」を 40m 地点ま
でのタイムに換算して「基準タイム」とするに


































図 3 ワークシート（ハードル走） ＊筆者作成 
（走り幅跳びのワークシートは，踏切直前の 4 歩の運動リズムとその前の助走の 4 歩の運動リズムの違
いが分かるように，中段の 4 歩の分節を 2 区間にした。） 
ハードル走　ワークシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6年2組　　番　名前（　　　　　　　　　　　　　）
〇ハードルの間を走る時、走るペースを安定させるために意識していることを選んで、どのように走っているかを書いてください。
※分からないものは書かなくてよいです。
□1歩1歩の強さ（力）について
□1歩1歩の歩幅（空間）について
□1歩1歩のタイミング（時間）について
4歩リズム走で走った時の力をもとに
して、強弱を書いてください。
言葉のひびきで書いてください。
タ、タン、ターン
ダン、ポン、トンなど
●：強い　◎：4歩リズム走の力（普通）　〇：弱い
ふりかえり　今日の課題を、どうやって うまく やろうとしていましたか。
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